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満濃池は現在も香川県仲多度郡にあり、洪積丘陵の
侵食谷をせきとめた日本一の溜池として知られています。
満濃池は現在も香川県仲多度郡にあり、洪積丘陵の
侵食谷をせきとめた日本一の溜池として知られています。

  

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
最
澄
と
空

海
の
時
代
に
つ
い
て
お
伝
え
し
て
い
る

今
年
の
か
わ
ら
版
。
今
月
は
空
海
の
晩

年
で
す
。

★
満
濃
池
（
ま
ん
の
う
い
け
）

  

八
二
一
年
、
空
海
四
十
八
歳
の
時
、
故

郷
で
あ
る
讃
岐
の
郡
司
（
役
人
）
が
朝

廷
に
満
濃
池
と
い
う
溜
池
の
堤
防
修
築

を
願
い
出
ま
し
た
。

  

堤
防
は
三
年
前
に
決
壊
。
技
術
、
人

手
、
資
金
が
足
り
ず
、
修
築
の
見
込
み

が
立
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

  

し
か
も
、
空
海
を
築
満
濃
池
別
当
（
監

督
官
）
に
迎
え
た
い
と
の
申
し
出
。

  

既
に
当
代
随
一
の
知
識
人
と
し
て
高

名
を
は
せ
て
い
た
空
海
。
唐
で
土
木
工

事
な
ど
も
見
聞
し
て
帰
国
。
讃
岐
出
身

の
高
僧
で
あ
る
空
海
が
別
当
と
な
れ
ば
、

人
も
資
金
（
寄
附
）
も
集
ま
る
と
の
目

算
で
し
た
。

  

朝
廷
は
願
い
出
を
認
め
、
太
政
官
符

を
発
し
て
空
海
を
讃
岐
に
派
遣
。
修
築

の
た
め
に
国
費
も
用
意
し
ま
し
た
。

  

空
海
は
約
三
ヶ
月
で
満
濃
池
を
見
事

に
修
築
。
満
濃
池
は
現
在
も
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

★
東
寺
（
と
う
じ
）

  

八
二
三
年
、
空
海
五
十
歳
の
折
、
嵯

峨
天
皇
が
京
都
の
東
寺
（
教
王
護
国
寺
）

を
真
言
密
教
の
根
本
道
場
と
し
て
空
海

に
下
賜
。

  

嵯
峨
天
皇
は
そ
の
直
後
に
退
位
。
淳

和
（
じ
ゅ
ん
な
）
天
皇
が
即
位
し
ま
し

た
。

  

東
寺
は
平
安
京
を
護
る
た
め
に
、
遷

都
の
二
年
後
（
七
九
六
年
）
、
南
大
門

（
羅
城
門
）
近
く
で
建
立
が
始
ま
っ
た

官
寺
。
桓
武
天
皇
が
発
願
し
、
平
城
・

嵯
峨
・
淳
和
天
皇
時
代
の
三
十
年
を
経

て
も
、
伽
藍
は
未
完
成
。

  

八
二
四
年
、
空
海
は
造
東
寺
別
当
に

任
命
さ
れ
、
伽
藍
完
成
に
腐
心
し
ま
し

た
。

  

修
行
場
の
高
野
山
、
都
の
拠
点
で
あ

る
東
寺
を
得
て
、
空
海
は
ま
す
ま
す
宗

教
活
動
と
社
会
貢
献
に
邁
進
し
ま
す
。

★
綜
芸
種
智
院
（
し
ゅ
げ
い
し
ゅ
ち
い
ん
）

  

八
二
八
年
、
藤
原
三
守
（
ふ
じ
わ
ら

み
も
り
）
と
い
う
貴
族
が
、
東
寺
に
隣

接
す
る
私
邸
と
敷
地
を
、
空
海
が
か
ね

て
か
ら
構
想
し
て
い
た
庶
民
の
学
校
に

使
っ
て
ほ
し
い
と
申
し
出
。
空
海
は
喜

び
、
さ
っ
そ
く
綜
芸
種
智
院
を
開
学
。

空
海
五
十
五
歳
の
時
で
す
。

  

綜
芸
種
智
院
は
誰
で
も
自
由
に
学
べ

る
日
本
初
の
庶
民
の
学
校
。
教
育
の
機

会
均
等
、
学
問
の
自
由
、
総
合
教
育
、

完
全
給
費
制
を
導
入
。
今
日
で
も
通
用

す
る
先
進
的
な
学
校
教
育
を
行
い
ま
し

た
。

★
十
住
心
論
と
秘
蔵
宝
鑰

  
八
三
〇
年
、
淳
和
天
皇
が
仏
教
各
宗

派
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
義
を
ま

と
め
て
提
出
す
る
こ
と
を
命
じ
ま
し
た
。

  

空
海
は
十
住
心
論
（
じ
ゅ
う
じ
ゅ
う

し
ん
ろ
ん
）
十
巻
と
秘
蔵
宝
鑰
（
ひ
ぞ

う
ほ
う
や
く
）
三
巻
を
上
進
。
五
十
七

歳
の
時
で
す
。

  

空
海
の
著
作
の
内
容
に
朝
廷
は
感
服
。

こ
れ
を
機
に
、
奈
良
仏
教
に
対
す
る
平

安
仏
教
の
立
場
が
確
立
。
仏
教
は
新
し

い
時
代
に
入
り
ま
し
た
。

  

八
三
一
年
、
円
澄
（
え
ん
ち
ょ
う
）

以
下
三
十
数
名
の
最
澄
の
高
弟
が
、
密

教
を
学
ぶ
こ
と
を
望
ん
で
い
た
師
の
遺

志
を
継
ぎ
、
空
海
に
師
事
。
最
澄
入
滅

後
、
十
年
を
経
た
出
来
事
で
す
。

★
入
定
（
に
ゅ
う
じ
ょ
う
）

  

八
三
二
年
、
山
奥
の
た
め
に
難
航
し

た
伽
藍
建
設
も
一
段
落
。
空
海
は
初
め

て
高
野
山
で
法
要
を
行
い
ま
す
。
一
万

の
燈
明
と
供
花
（
く
げ
）
を
捧
げ
、
人
々

の
安
寧
を
願
う
万
燈
会
（
ま
ん
ど
う
え
）

で
す
。

  

十
一
月
、
空
海
は
高
野
山
で
の
隠
棲

生
活
に
入
り
ま
す
。
五
十
九
歳
の
時
で

す
。

  

八
三
五
年
、
隠
棲
以
来
、
滅
多
に
下

山
し
な
い
空
海
が
宮
中
で
の
御
修
会
（
み

し
ゅ
え
）
に
参
会
し
て
国
家
安
穏
を
祈

願
。
最
後
の
都
入
り
で
し
た
。

  

高
野
山
に
戻
っ
た
空
海
。
終
（
つ
い
）

の
棲
家
と
し
て
、
奥
の
院
参
道
入
り
口

「
一
の
橋
」
か
ら
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
御
廟
（
ご
び
ょ
う
）
を
自
ら
選
び
ま

し
た
。

  

三
月
二
十
一
日
、
「
五
十
六
億
七
千

万
年
後
、
弥
勒
菩
薩
と
と
も
に
人
々
を

救
済
す
る
た
め
に
こ
の
世
に
現
れ
る
」

と
遺
告
（
ゆ
い
ご
う
）
を
残
し
、
結
跏

趺
坐
（
け
っ
か
ふ
ざ
）
し
て
大
日
如
来

の
定
印
（
じ
ょ
う
い
ん
）
を
結
ん
で
入

定
。
六
十
二
歳
で
し
た
。

★
諡
号
（
し
ご
う
）

  

来
月
は
最
澄
と
空
海
の
諡
号
（
大
師

号
）
に
つ
い
て
で
す
。
乞
ご
期
待
。


